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お 知 ら せ
　

館
山
市
消
防
団
（
黒
川
三
喜

男
団
長
）
の
団
員
304
人
に
特
別

参
加
の
洲
崎
婦
人
消
防
隊
10
人

が
加
わ
り
、
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
規
律
の
と
れ
た

団
員
と
消
防
自
動

車
の
入
場
行
進
で

開
式
し
、
金
丸
市

長
か
ら
「
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
・

安
心
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
と
も

心
身
の
鍛
錬
、
技

術
の
練
成
に
努
め

て
い
た
だ
き
た

い
」
と
激
励
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
黒
川
団
長
の

あ
い
さ
つ
に
続

き
、
来
賓
に
よ
る

服
装
点
検
と
車
両

点
検
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
第
２
分
団
第

４
部
に
よ
る
放
水
披
露
が
行
わ

れ
、
見
学
に
訪
れ
て
い
た
市
民

か
ら
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
地
域
防
災
に

長
年
尽
力
さ
れ
た
消
防
団
員

が
、
千
葉
県
知
事
功
労
章
を
は

じ
め
と
す
る
各
章
を
受
賞
し
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
団
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

千
葉
県
知
事
功
労
章
／
吉
野

隆
志
（
本
部
付
分
団
長
）

　

千
葉
県
知
事
精
勤
章
／
井
原

賀
か
ず
み

津
巳
（
第
３
分
団
分
団
長
）
、

河
木
慶け

い
し
ん眞

（
第
５
分
団
副
分
団

長
）、
龍
崎
豊
和
（
第
６
分
団

副
分
団
長
）、
石
井
良
市
（
第

８
分
団
第
24
部
部
長
）、
川
上

裕ひ
ろ
し（

第
３
分
団
第
７
部
班
長
）

　

千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章

／
島
本
一
樹
（
第
４
分
団
分
団

長
）

　

千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤

章
／
新
井
寿ひ

さ
お夫

（
第
２
分
団
分

団
長
）、
篠
塚
和
則
（
第
９
分

団
分
団
長
）、
加
藤
誠
（
第
８

分
団
副
分
団
長
）
、
鈴
木
豊と

よ
つ
ぐ次

（
第
９
分
団
副
分
団
長
）、
秋

山
正
裕
（
第
４
分
団
第
９
部
部

長
）

　

防
災
対
策
監
章
／
澤
口
博

（
第
１
分
団
分
団
長
）、
伊
原
真

一
（
第
５
分
団
第
11
部
部
長
）
、

安
西
克
己
（
第
７
分
団
第
16
部

部
長
）
、
村
田
修
（
第
８
分
団

第
19
部
部
長
）
、安
田
邦
夫
（
第

８
分
団
第
20
部
部
長
）、
西
村

栄
介
（
第
７
分
団
第
18
部
班

長
）、
加
藤
浩
一
（
第
８
分
団

第
24
部
班
長
）

　

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
長
章
／
金か

な
や谷

純
（
第
１
分
団
第
２
部
部
長
）、

三
富
孝
司
（
第
２
分
団
第
５

部
部
長
）、
鈴
木
敏
之
（
第
４

分
団
第
10
部
部
長
）、
鈴
木
真

広
（
第
６
分
団
第
13
部
部
長
）、

竹
山
一
弘
（
第
１
分
団
第
１
部

　消防団は、地域住民の生命や財産などを火災をはじ

め各種災害から守るという、地域に根ざした重要な役

割を担っています。市消防団では、地域防災のリー

ダーとして活躍する入団者を募集しています。

　入団資格／ 18歳以上 60歳未満の人

　活動内容／【平常時】火災から住民を守るための

火災予防や広報活動、火災活動力を高めるための消防

訓練、消防機械器具の点検など【災害時】火災や風水

害など災害時の出動、地震災害における住民の救護活

動や避難誘導、災害現場の情報収集・広報および警戒

活動、行方不明者の捜索

　その他／非常勤特別職の地方公務員として処遇、

報酬・出動手当を支給、被服貸与、福利厚生（公務災

害補償・退職報償金・表彰）あり

　問合せ／社会安全課（ 22－ 3442）、地元消防団

消防団への入団者を募集

▲団員と消防自動車の入場行進

　

新
春
恒
例
の
館
山
市
消
防
出
初
式
が
先
月
７
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
１
駐
車
場
と
南
総
文

化
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
市
内
の
消
防
団
が
一
同
に
集
ま
り
、
服
装
点
検
や
放
水
披

露
な
ど
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
者
88
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（

22
―
３
４
４
２
）



3 だん暖たてやま

班
長
）、
長お

さ
だ田

貴
志
（
第
１
分

団
第
１
部
班
長
）、髙
木
浩
（
第

２
分
団
第
５
部
班
長
）、
大
谷

真
一
（
第
５
分
団
第
12
部
班

長
）、
岡
崎
広
幸
（
第
６
分
団

第
14
部
班
長
）、
安
西
淳

じ
ゅ
ん

（
第

７
分
団
第
16
部
班
長
）、
伊
藤

昌
幸
（
第
７
分
団
第
17
部
班

長
）、
竹
﨑
良
純
（
第
８
分
団

第
19
部
班
長
）、田
中
敏
幸
（
第

８
分
団
第
22
部
班
長
）、
安
西

直
之
（
第
３
分
団
第
８
部
団

員
）、
田
邉
直
広
（
第
７
分
団

第
16
部
団
員
）、
島
田
淳

あ
つ
し

（
第

７
分
団
第
17
部
団
員
）、
鈴
木

広
和
（
第
８
分
団
第
24
部
団

員
）

　

千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支

部
長
功
労
章
／
礒
邊
猛

た
け
し

（
第

１
分
団
副
分
団
長
）、
森
田
紀

明
（
第
１
分
団
第
１
部
部
長
）、

山
本
航

わ
た
る

（
第
５
分
団
第
12
部
部

長
）、
安
西
健
雄
（
第
６
分
団

第
14
部
部
長
）、鈴
木
道
之
（
第

８
分
団
第
22
部
部
長
）

　

千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支

部
長
精
勤
章
／
庄
司
雄
一
（
第

１
分
団
第
３
部
部
長
）、
安
西

峰
和
（
第
６
分
団
第
15
部
部

長
）、
藤
本
敏と

し
ゆ
き孝

（
第
９
分
団

第
26
部
部
長
）、鈴
木
大
輔
（
第

１
分
団
第
２
部
班
長
）、
飯
沼

和
博
（
第
２
分
団
第
５
部
班

長
）、
並
木
敏
行
（
第
４
分
団

第
10
部
班
長
）、
原
口
東

あ
ず
ま

（
第

６
分
団
第
13
部
班
長
）、
安
西

成な
り
ひ
と仁

（
第
８
分
団
第
20
部
班

長
）、
中
山
順
一
郎
（
第
８
分

団
第
22
部
班
長
）、
川
合
弘
竜

（
第
３
分
団
第
８
部
団
員
）

　

館
山
市
消
防
団
長
精
勤
章

／
平
野
博
之
（
第
２
分
団
第

４
部
部
長
）、
花
村
好
治
（
第

１
分
団
第
３
部
班
長
）、
三
滝

大だ
い

（
第
２
分
団
第
４
部
班
長
）、

安
田
雅
宏
（
第
４
分
団
第
10
部

班
長
）
、
榎
本
貴
博
（
第
５
分

団
第
11
部
班
長
）、
池
田
茂
生

（
第
９
分
団
第
26
部
班
長
）、
宇

山
正
悟
（
第
１
分
団
第
１
部
団

員
）、
吉
田
昌
弘
（
第
２
分
団

第
５
部
団
員
）、木
村
達
郎
（
第

３
分
団
第
８
部
団
員
）、
福
原

健
太
郎
（
第
３
分
団
第
８
部
団

員
）、
出
口
信
之
（
第
５
分
団

第
12
部
団
員
）、
安
田
功
（
第

６
分
団
第
15
部
団
員
）、
鈴
木

悟
（
第
８
分
団
第
19
部
団
員
）
、

山
口
賢

た
か
し

（
第
９
分
団
第
25
部
団

員
）、
高
梨
強
（
第
９
分
団
第

26
部
団
員
）
、
久
保
田
誠
（
第

９
分
団
第
27
部
団
員
）

　

館
山
市
消
防
団
長
機
関
員

章
／
竹
山
一
弘
（
第
１
分
団
第

１
部
班
長
）
、
三
平
善
仁
（
第

２
分
団
第
４
部
班
長
）、
川
向

直
人
（
第
４
分
団
第
９
部
班

長
）、
安
田
雅
宏
（
第
４
分
団

第
10
部
班
長
）、
伊
藤
昌
幸
（
第

７
分
団
第
17
部
班
長
）、
笹
子

正
実
（
第
２
分
団
第
５
部
団

員
）、
堀
江
義
弘
（
第
３
分
団

第
７
部
団
員
）、
安
西
直
之
（
第

３
分
団
第
８
部
団
員
）
、
完
戸

洋
介
（
第
５
分
団
第
12
部
団

員
）、
久
保
誠
（
第
６
分
団
第

14
部
団
員
）、村
山
健
一
朗
（
第

６
分
団
第
15
部
団
員
）、
田
邊

健
一
（
第
７
分
団
第
16
部
団

員
）、
川
名
章
正
（
第
８
分
団

第
20
部
団
員
）、山
川
基
樹
（
第

８
分
団
第
24
部
団
員
）

　

消
防
庁
長
官
15
年
以
上
勤

続
退
団
者
表
彰
／
笹
谷
義
則

（
元
副
団
長
）
、
藤
田
紀
洋
（
元

分
団
長
）、
樋
口
健
次
（
元
部

長
）、
石
井
良
徳
（
元
部
長
）、

八
代
健
正
（
元
団
員
）
、
小
濱

文
夫
（
元
団
員
）、龍
崎
晃
（
元

団
員
）

▲第 2 分団第 4 部による放水披露

　館山市消防団は 9分団24 個部

で構成されており、団員数は現

在 368 人です。団員は、それぞ

れが本業を持ちながら、地域防

災の中核的存在として「かけが

えのない私たちのまちを、安全

で安心して暮らせるまちにした

い」という願いのもと、地域の

安全確保のため昼夜を問わず活

動を続けています。

　近年は団員数が減少し、被雇用者団員の割合が 7 割を

超え、地域防災力の低下が非常に懸念されている状況に

あります。このため、団員の確保は急務であり、現在、

団員の募集を積極的に行っています。地域社会を構成す

る一員として最も重要なことは、やはり、地域に暮らす

一人一人が「自分たちのまちは自分たちの手で守る」と

いう意識を持つことです。今こそ「新たな消防団員の

力」が必要であり、地域防災のために、皆さんの力を発

揮してほしいと願っています。

　あらゆる災害に“挑戦する消防団”として、これから

も組織の充実・強化を図り、魅力ある消防団を目指し、

まい進していきたいと考えておりますので、皆さんのご

支援とご協力を心よりお願いいたします。

魅力ある消防団を目指して

館山市消防団長　黒川　三喜男
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お 知 ら せ
　

館
山
地
区
／
原
科
春
子
（
新

井
１
）
、
佐
久
間
邦
彦
（
新
井

２
）
、
佐
野
芳
江
（
新
井
３
）
、

亀
井
美み

つ
え江

（
新
井
４
）
、
石
井

清
一
（
下
町
）
、
渡
部
栄
（
仲

町
）
、
池
田
一
彦
（
上
町
）
、

押
元
き
み
（
楠
見
）
、
北
条
芳

子
（
上
須
賀
１
～
10
班
）
、
田

辺
安
子
（
上
須
賀
11
～
21
班
）
、

鈴
木
小
代
子
（
真
倉
第
１
町

内
）
、
林
田
雅
男
（
真
倉
第
２

町
内
）
、
森
山
勝
男
（
真
倉
第

３
町
内
）
、
鷹
松
靜
子
（
青
柳
）
、

松
坂
悦
子
（
青
柳
）
、
森
川
芳

子
（
青
柳
）
、
長
井
叡え

い
の
す
け

之
介
（
西

ノ
浜
）
、
小
田
喜
明
子
（
岡
沼
）
、

山
本
う
た
子
（
西
原
）
、
鈴
木

明
美
（
柏
崎
）
、
平
田
美
知
子

（
宮
城
）
、
斉
藤
清
子
（
笠
名

１
～
12
班
）
、
川
村
恒
子
（
笠

名
13
～
25
班
）
、
嶌
田
正
美
（
大

賀
）
、
平
山
典つ

ね
こ子

（
大
賀
）
、
佐
々

木
ハ
ツ
エ
（
主
任
児
童
委
員
）
、

倉
田
孝
浩
（
主
任
児
童
委
員
）

　

北
条
地
区
／
石
川
典
子
（
南

町
）
、
加
瀬
純
子
（
南
町
）
、

兵
藤
惠
美
子
（
神
明
町
１
～

18
班
）
、
小
山
洋
子
（
神
明
町

19
～
32
班
）
、
石
井
一か

ず
み實

（
三

軒
町
・
新
鶴
ヶ
谷
）
、
鈴
木

み
つ
子
（
鶴
ヶ
谷
）
、
伊
介

勵す
す
む（

渚
）
、
野
口
成し

げ
こ子

（
六
軒

町
１
・
３
）
、
登

の
ぼ
り
さ
か坂

芳
江
（
六

軒
町
２
）
、
吉
田
光こ

う

（
六
軒
町

４
）
、
川
名
智
恵
子
（
六
軒
町

５
）
、
清
水
廣
子
（
六
軒
町
６
）
、

鈴
木
英
雄
（
六
軒
町
７
）
、
鈴

木
早
苗
（
北
条
海
岸
）
、
田
口

千
賀
子
（
新
宿
）
、
磯
部
和
子

（
長
須
賀
１
）
、
松
井
孝
江
（
長

須
賀
２
）
、
鈴
木
隆
夫
（
長
須

賀
３
）
、
安
田
ア
ツ
子
（
長
須

賀
４
）
、
坂
口
好
子
（
長
須
賀

５
・
６
）
、
中
山
喜
代
子
（
長

須
賀
７
・
８
）
、
山
田
一
昭
（
八

幡
１
区
）
、
和
田
光
夫
（
八
幡

２
区
）
、
日
向
敬
子
（
八
幡
３

区
）
、
伊
東
美
知
子
（
八
幡
４

区
）
、
鈴
木
正た

だ
ひ
ろ弘

（
湊
）
、
中

山
毅
（
湊
団
地
・
北
条
正
木
）
、

石
井
仁じ

ん
こ子

（
高
井
）
、
花
井
和

枝
（
上
野
原
）
、
山
川
梢
（
主

任
児
童
委
員
）
、
中
島
光
子
（
主

任
児
童
委
員
）

　

那
古
地
区
／
金
子
洋
子
（
東

藤
）
、
三
平
徹
（
宿
・
寺
赤
）
、

中
村
良
江
（
浜
）
、
松
本
き
く

江
（
大
芝
・
芝
崎
）
、
清
水
由

利
子
（
辻
・
川
崎
）
、
金
木
英

昭
（
正
木
上
・
正
木
下
・
正

木
向
）
、
佐
藤
孝
一
（
西
郷
・

亀
ヶ
原
）
、
粕
谷
礼
子
（
正
木

岡
・
小
原
）
、
新
藤
恭や

す
こ子

（
主

任
児
童
委
員
）

　

船
形
地
区
／
岩
田
早
苗
（
堂

の
下
１
・
２
）
、
山
口
裕ひ

ろ
み美

（
堂

の
下
３
）
、
田
村
米
子
（
東
・

西
）
、
田
村
す
み
子
（
仲
宿
）
、

石
丸
み
え
子
（
根
岸
）
、
福
原

幸
子
（
川
名
・
川
名
岡
）
、
小

林
一
代
（
大
塚
）
、
竹
山
多
津

江
（
柳
塚
）
、
大
島
比
呂
子
（
主

任
児
童
委
員
）

　

西
岬
地
区
／
太
田
正
人

（
香
・
塩
見
・
浜
田
）
、
鈴
木

通
代
（
早
物
・
見
物
・
加
賀

名
）
、
佐
野
浩
子
（
波
左
間
・

坂
田
）
、
内
田
清
美
（
洲
崎
・

西
川
名
）
、
吉
田
五い

つ
き月

（
伊
戸
・

根
本
）
、
山
口
純
子
（
坂
足
・

小
沼
・
坂
井
）
、
龍
﨑
ナ
ミ
子

（
主
任
児
童
委
員
）

　

神
戸
・
富
崎
地
区
／
庄
司

　民生委員は、担当地域の援護を必要とする人の状況
などを把握し、地域の皆さんが抱えるさまざまな生活
上の相談に応じ、必要な援助・助言を行うほか、高齢
者、障害者、母子・寡婦などの福祉分野の相談に応じ、
助言や調査を行い、関係する行政機関や地域包括
支援センターなどと密接に連携し、両者のパイプ役と
して活動します。民生委員は、子どもや家庭を取り巻
く問題についての窓口となる児童委員を兼ねており、
児童を専門に担当する主任児童委員とともに、学校や
児童相談所と連携した活動により、児童の健全育成を
推進します。また、赤い羽根などの共同募金運動に協
力するなど地域福祉推進を図っています。
　館山市の民生委員は市内を５地区に分けた協議会に
所属し、毎月１回開催される定例会に参加、地域の
情報の収集や福祉制度等の研修などを行うことで、ス
ムーズな民生委員活動や委員自身の資質向上に努めて
います。

こんな仕事をしています

民
生
委
員
・
児
童
委
員
決
ま
る

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
昨
年
12
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
11
月
末
ま
で
の
３
年
間
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
活

動
し
ま
す
。
各
地
区
の
担
当
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

問
合
せ
／
福
祉
課
（

22
―
３
４
９
２
）
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勉
（
香
取
・
中
郷
・
西
町
・
川
坂
・

上
郷
・
松
岡
・
竜
岡
）
、
小
栗

美
恵
子
（
中
里
・
犬
石
）
、
出

口
勝
美
（
佐
野
）
、
渡
邊
清
（
藤

原
・
谷
藤
原
・
洲
宮
）
、
佐
野

治
夫
（
茂
名
・
布
沼
）
、
家
守

ち
づ
子
（
神
田
町
）
、
小
谷
登

志
江
（
本
郷
・
向
）
、
鈴
木
ひ

と
み
（
主
任
児
童
委
員
）

　

豊
房
地
区
／
片
山
千
鶴
子

（
東
長
田
・
西
長
田
・
出
野
尾
・

岡
田
）
、
石
渡
雄
二
（
大
戸
・

南
条
・
飯
沼
・
作
名
）
、
安
西

淑
子
（
古
茂
口
）
、
石
井
和
子

　

先
月
９
日
（
日
）、
南
総
文

化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
市
内
で
成
人
を
迎
え

る
の
は
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
で
、
昨
年
よ
り
24
人
少

な
い
436
人
（
男
性
225
人
、
女
性

211
人
）。
こ
の
う
ち
352
人
が
式

典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
金
丸
市
長
や
来

賓
か
ら
新
成
人
に
向
け
て
祝
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
館
山
昌

平
投
手
（
館
山
ス
ポ
ー
ツ
大

使
）、
清
田
育
宏
外
野
手
か
ら

届
い
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
稲
田

菜
々
子
さ
ん
（
館
山
一
中
出
身
）

が
市
民
憲
章
を
朗
読
、
原
一
浩

さ
ん
（
館
山
二
中
出
身
）
が

「
二
十
歳
の
誓
い
」
を
述
べ
ま

し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い

原 

一
浩
さ
ん

　

こ
れ
ま
で
は
野
球
中
心
の
生

活
が
続
き
、
色
々
な
人
に
支
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
二
十
歳
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
少
し
ず
つ

お
返
し
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

大
学
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
将

来
は
生
ま
れ
育
っ
た
館
山
市
が

さ
ら
に
発
展
し
、
愛
さ
れ
る
ま

ち
に
な
る
よ
う
、
お
手
伝
い
出

来
る
仕
事
に
携
わ
れ
た
ら
と
思

い
、
常
に
全
力
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

幅
広
く
活
動
し
て
い
き
た
い

稲
田
菜
々
子
さ
ん

　

成
人
式
を
迎
え
、
大
き
な
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周
り
の

人
に
祝
っ
て
も
ら
い
、
と
て
も

幸
せ
な
気
持
ち
で
す
。

　

現
在
、
英
米
文
学
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
国
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
将
来
は
語
学
力
を
生
か
し

た
仕
事
に
就
き
、
幅
広
く
活
動

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
笑
顔
で
、
努
力
や
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
き

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

436 人が二十歳の門出

夢に向かって精一杯生きていきたい

▲「二十歳の誓い」を述べる原一浩さん
（
山
荻
・
畑
）
、
中
間
正
一
郎

（
上
・
大
倉
・
加
藤
・
平
田
・

久
所
・
山
下
・
畑
ヶ
中
・
上

の
台
）
、
小
峰
恭
子
（
主
任
児

童
委
員
）

　

館
野
・
九
重
地
区
／
君
塚

信
夫
（
大
網
）
、
吉
田
英
夫
（
安

布
里
）
、
鈴
木
厚
子
（
山
本
１
・

２
）
、
山
口
武
史
（
山
本
３
・

稲
）
、
丹た

ん

英
二
（
国
分
）
、
林

吉
雄
（
腰
越
・
広
瀬
）
、
秋
山

一
夫
（
宝
貝
・
南
台
・
北
台
・

清
水
）
、
佐
藤
信
行
（
安
東
・

二
子
）
、
石
井
秀
夫
（
薗
・
水

玉
・
大
井
）
、
平
川
忠
雄
（
田

村
・
相
賀
・
滝
ノ
谷
・
横
枕
・

田
辺
・
江
田
）
、
押
元
照
子
（
主

任
児
童
委
員
）

※
現
在
、
委
嘱
手
続
中
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。
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お 知 ら せ
　

２
月
16
日
（
水
）
か
ら
３
月

15
日
（
火
）
ま
で
、
税
務
課
と

各
地
区
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
分
ま
で
は
申
告

書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

申
告
会
場
で
担
当
者
が
所
得
の

内
容
を
聞
き
取
り
な
が
ら
申
告

書
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
今
回

（
平
成
23
年
度
分
）の
申
告
か
ら
、

申
告
書
に
代
わ
り
「
申
告
の
ご

案
内
」
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
平
成
22
年
度
分
市

県
民
税
の
申
告
を
し
た
人
な
ど
、

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
通
知

が
届
か
な
く
て
も
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
申
告
書

を
作
成
し
た
い
人
や
、
郵
送
で

申
告
し
た
い
人
に
は
、
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
税
務
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
は
次
の
書
類
が
必
要

で
す
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
／
①

「
平
成
23
年
度
申
告
の
ご
案
内
」

通
知
（
通
知
が
届
い
た
人
）
②

印
鑑
③
給
与
収
入
が
あ
っ
た
人

は
源
泉
徴
収
票
か
給
与
支
払
証

明
書
、
年
金
収
入
が
あ
っ
た
人

は
源
泉
徴
収
票
、
事
業
所
得
者

は
所
得
計
算
の
も
と
に
な
る
書

類
④
社
会
保
険
料
の
控
除
証
明

書
⑤
医
療
費
の
領
収
書
⑥
生
命

保
険
料
の
控
除
証
明
書
⑦
地
震

保
険
料
の
控
除
証
明
書
（
平
成

18
年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長
期

損
害
保
険
料
の
控
除
証
明
書
）

　

税
務
課
で
の
受
付
時
間
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
ま
で
で
す
。

　

問
合
せ
／
税
務
課
（

22
―

３
２
６
２
）

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支
計
算
で

　

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支
計

算
で
す
。
農
業
所
得
の
申
告
時

に
は
、
収
入
と
経
費
が
わ
か
る

も
の
（
帳
簿
、通
帳
、仕
切
伝
票
、

各
経
費
の
領
収
書
な
ど
）
を
整

理
し
、
集
計
し
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

給
与
所
得
者
や
収
入
が
な
い
人

で
も
、
申
告
が
必
要
な
場
合
が

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
所
得
者
は
申
告
し
な
く

て
も
よ
い
の
が
原
則
で
す
が
、

会
社
や
事
務
所
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
勤
め
先
で
確
認
し
て
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
た
人
や
、
給
与
所
得
以

外
に
農
業
所
得
な
ど
他
の
所
得

が
あ
っ
た
人
は
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
保
険
税
の
資
料
に

し
ま
す
の
で
、
収
入
が
な
く
て

も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
を
す
る
人
は
、
収
入
が
な
く

て
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申
告
は

２
月
16
日（
水
）か
ら

市民交通傷害保険を廃止します

市内 15 ヵ所で出張受付
地区

館山

那古

富崎

館野

九重

期　　日

2月 23日（水）

3月  1日（火）

3月  2日（水）

2月 28日（月）

2月 17日（木）

2月 21日（月）

2月 24日（木）

2月 25日（金）

2月 18日（金）

2月 25日（金）

3月  3日（木）

2月 16日（水）

3月  2日（水）

3月  4日（金）

2月 22日（火）

時　　間

  9:30～15:00

  9:30～15:00

  9:30～11:30

  9:30～15:00

  9:30～15:00

  9:30～15:00

  9:30～15:00

13:30～16:00

  9:30～15:00

  9:30～11:30

  9:30～15:00

  9:30～15:00

13:30～16:00

  9:30～15:00

  9:30～15:00

受　付　場　所

豊 津 ホ ー ル

館山地区公民館

新 井 集 会 所

那古地区公民館

川 名青 年 会 館

仲 宿 青 年 館

西岬地区公民館

伊 戸 青 年 館

神戸地区公民館

洲 宮 青 年 館

富崎地区公民館

豊房地区公民館

神 余 青 年 館

館野地区公民館

九重地区公民館

船形

西岬

神戸

豊房

　

市
で
は
、
昭
和
43
年

４
月
か
ら
市
民
交
通
傷

害
保
険
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
加
入

者
の
減
少
や
、
近
年
の

民
間
保
険
の
充
実
・
普

及
な
ど
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
り
、
平
成
23
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
制

度
を
廃
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23

年
度
か
ら
の
募
集
は
行

な
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
現
在
加
入
し

て
い
る
人
で
、
３
月
31

日
ま
で
に
交
通
事
故
で

け
が
な
ど
を
し
た
場
合

は
、
従
来
ど
お
り
、
事
故
発
生

の
日
か
ら
２
年
以
内
は
保
険
金

の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
保
険
金
を
請
求
す
る
場
合

は
、
社
会
安
全
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（


22
―
３
１
４
２
）

市
県
民
税
の
申
告

初
日
と
最
終
日
は
混
み
あ
い
ま
す

午
後
は
、
比
較
的
す
い
て
い
ま
す
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市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
は
、
平
成
11
年
か
ら
平
成

18
年
ま
で
に
入
居
し
た
人
に
適

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
入

居
し
た
人
も
対
象
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
19
年
か
ら
平
成
20
年

ま
で
に
入
居
し
た
人
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
の
控
除
期
間
を
15

年
に
延
長
す
る
選
択
が
あ
る
た

め
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま

で
に
入
居
し
た
人
】

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
人
で
、
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
市

県
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
は
「
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
申
告
書
」
の
提

出
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
22

年
度
か
ら
は
原
則
的
に
不
要
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
退
職
所

得
や
山
林
所
得
が
あ
る
人
な
ど

は
、
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま

で
に
入
居
し
た
人
】

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
人
で
、
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

が
あ
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ

か
小
さ
い
額
が
翌
年
度
の
市
県

民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

可
能
額
の
う
ち
、
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
。

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額

の
５
％
（
９
万
７
千
500
円
を
超

え
る
と
き
は
９
万
７
千
500
円
）。

※
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

申
告
書
」
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税

の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
、
申

告
書
の
提
出
、
納
付
の
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

所
得
税
／
２
月
16
日
（
水
）

～
３
月
15
日
（
火
）

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地

方
消
費
税
／
１
月
４
日
（
火
）

～
３
月
31
日
（
木
）

　

贈
与
税
／
２
月
１
日
（
火
）

申
告
は「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」で

　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
告
を
行
う
と
、
①
最
高
５
千

円
の
税
額
控
除
が
あ
る
、
②
添

付
書
類
の
提
出
が
省
略
で
き

る
、
③
還
付
金
処
理
が
早
期
に

行
わ
れ
る
、
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
所
得
税
の
確
定

申
告
期
間
中
は
24
時
間
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」

の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は

３
年
で
す
。
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利

用
す
る
際
は
、
電
子
証
明
書
の

有
効
期
限
切
れ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
館
山
税
務
署
（


22
―
０
１
０
１
）

　東海汽船（株）が運航する高速ジェッ

ト船『セブンアイランド』が、早春の 2

月から 4 月にかけて、館山港多目的観

光桟橋を拠点に季節運航を行います。

客船等歓迎委員会では、これを記念し

て写真コンクールを開催します。

　規格／カラープリントで、原則として

Ａ 4 から 4 つ切（ワイド 4 つ切も可）

　規定／① 2 月 5 日（土）から 4 月 3

日（日）までの間に館山湾で『セブン

アイランド』を撮影したもので、1 人 2

点まで。②応募作品の著作権は主催

者に帰属し、原則として返却不可。③

入賞作品については原版（ネガまたは

ポジ、デジタルカメラの場合はオリジ

ナルデータ）を提出（デジタルカメラの

フォーマットはＪＰＥＧまたはＴＩＦＦ）。

　賞／最優秀賞 1 人、優秀賞 1 人、

入賞 2 人に、東海汽船（株）と客船

等歓迎委員会から表彰と賞品の贈呈が

あります。また、当選者以外の人には

参加賞を贈呈します。

　応募方法／応募用紙に必要事項（題

目、撮影者の住所、氏名、フリガナ、

電話番号）を記入して写真の裏面に貼

り付け、持参または郵送（メール便も可）

により提出してください。

※応募用紙はみなとまちづくり課に置

いてあるほか、市ホームページのみな

とまちづくり課のページにも掲載してい

ます。また、必要事項が記載されてい

れば、応募用紙以外の紙でも構いませ

ん。

　応募締切／ 5 月 6 日（金）必着

　応募・問合せ／〒 294 － 0036　

館山 1564 －1　客船等歓迎委員会

事務局（みなとまちづくり課内）（ 22

－ 3606）

▲昨年の最優秀賞作品
「館山城の出迎えをうけて！」

写真コンクールを開催
『セブンアイランド』運航記念

所
得
税
・
消
費
税
・

贈
与
税
の
申
告

～
３
月
15
日
（
火
）

　

申
告
書
は
、
窓
口
以
外
に
も

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告

シ
ス
テ
ム
）
や
、
郵
便
ま
た
は

信
書
便
に
よ
る
送
付
、
税
務
署

の
時
間
外
文
書
収
受
箱
に
投
函

す
る
こ
と
で
提
出
で
き
ま
す
。

　

納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
振

替
納
付
日
は
、
所
得
税
に
つ
い

て
は
４
月
22
日
（
金
）、
消
費

税
・
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
は

４
月
27
日
（
水
）
で
す
。
振
替

納
税
を
希
望
す
る
人
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、
館
山
税
務
署
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
還
付
金
の
受
け
取
り

は
、
預
貯
金
口
座
へ
の
振
込
み

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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お 知 ら せ

　

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
で

は
、
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る

夜
間
相
談
窓
口
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
経
営
改
善
、
設
備
投
資

計
画
、
新
規
開
業
な
ど
の
経
営

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.c

h
ib

a
-c

g
c
.

o
r.jp

/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
原
則
毎
週
水
曜
日
、

午
後
５
時
～
午
後
７
時
30
分

　

場
所
／
千
葉
県
自
治
会
館
２

階
　

問
合
せ
／
千
葉
県
信
用
保
証

協
会
本
店
総
務
課
（

043
―
221

―
８
１
８
１
）

夜
間
相
談
窓
口

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る

社会体育施設の使用料などが変わります
　4 月 1 日から、市民運動場や温水プールなどの社会体育
施設の使用料などが変更になります。また、出野尾多目的
広場を新たに社会体育施設に位置づけ、有料とします。
　問合せ／スポーツ課 (  22 － 3696)

4月1日
から

※市民以外の人が使用する場合は５割増し。

金額
（2時間ごと）

180円
100円

70円
1,570円

390円
220円
150円

2,350円
2,200円
1,570円
1,090円

30円
940円
540円
390円
940円
540円
390円

2,350円
1,410円

940円
1,410円

940円
700円
220円
130円

90円
1,090円

780円
630円

金額
（2時間ごと）

940円
540円
390円
220円
150円

460円
940円
540円
390円
220円
150円

460円
2,000円
1,500円
1,000円

1,090円
1,570円
1,890円

150円
150円
150円

1,090円
1,570円

150円
150円

一般
中学生・高校生
小学生以下
球技用器具
軽スポー
ツ用器具
放送設備
一般
中学生・高校生
小学生以下
球技用器具
軽スポー
ツ用器具
放送設備
一般
中学生・高校生
小学生以下

9:00～12:00
13:00～17:00
17:00～21:00
9:00～12:00

13:00～17:00
17:00～21:00
9:00～12:00

13:00～17:00
9:00～12:00

13:00～17:00

市営市民
体育館

市営西岬
市民体育
館

市営出野
尾多目的
広場

市営弓道
場

市営弓道
遠的射場

体育館

体育館

専用使用
（ コ ー ト
一面）

専用使用

区分

区分

付属設備使用

付属設備使用

一般
中学生・高校生
小学生以下
1コース
一般
中学生・高校生
小学生以下
1コース
一般
中学生・高校生
小学生以下
コインロッカー
一般
中学生・高校生
小学生以下
一般
中学生・高校生
小学生以下
一般
中学生・高校生
小学生以下
一般
中学生・高校生
小学生以下
一般
中学生・高校生
小学生以下
一般
中学生・高校生
小学生以下

区分

個人使用

専用使用
個人使用

専用使用

専用使用

専用使用

専用使用

専用使用

個人使用

専用使用
（ コート
一面）

プール

プール

柔道場

剣道場

野球場

多目的
グラウ
ンド
庭球場

合宿所（プール
使用を含む）

付属設備使用

市営 50
メートル
プール

市営 25
メートル
室内温水
プール

市営第一
柔剣道場

市営市民
運動場

金額

1種目1式
1種目1式

1 式

1種目1式
1種目1式

1 式
専用使用

（コート一面）

専用使用

個人使用

専用使用

個人使用

日時／2月27日（日）10:00～15:00

場所／城山公園茶室「雁月庵」

料金／一服300円

主催／館山市茶道連盟

問合せ／生涯学習課

（ 22－3698）



9 だん暖たてやま

　

「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
す
市
で
は
、
新
し

く
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
を

購
入
し
、
市
消
防
団
に
貸
与
し

ま
し
た
。

　

館
山
地
区
を
担
当
す
る
第
５

分
団
第
11
部
の
車
両
を
老
朽
化

に
伴
い
更
新
し
た
も
の
で
、
優

れ
た
性
能
の
メ
イ
ン
ポ
ン
プ
や

　

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
の
平
成
21
年
度
決
算
書

が
閲
覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
場
所

は
、
市
役
所
本
館
玄
関
ロ
ビ
ー

内
広
報
ボ
ッ
ク
ス
で
す
。

　

同
組
合
は
、
安
房
の
３
市
１

町
（
館
山
市
・
鴨
川
市
・
南
房

総
市
・
鋸
南
町
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
組
合
の
平
成
21
年

度
の
決
算
額
は
、
歳
入
決
算
額
が

27
億
１
千
237
万
１
千
968
円
で
、

歳
出
決
算
額
が
、
26
億
421
万
349

円
で
し
た
。
館
山
市
は
同
年
度

に
８
億
８
千
482
万
４
千
円
の
負

担
金
を
支
払
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
仕
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。
①
粗
大
ご
み
処
理
施

設
の
設
置
、
管
理
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
こ
と　

②
火
葬
場
施

設
の
設
置
、
管
理
お
よ
び
運
営

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時

や
、
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

　

融
資
額
／
学
生
・
生
徒
１
人

に
つ
き
300
万
円
以
内

　

利
率
／
年
２
・
45
％
（
母
子

家
庭
の
場
合
は
年
２
・
05
％
。

固
定
金
利
、
平
成
22
年
12
月
９

日
現
在
）

　

返
済
期
間
／
15
年
以
内
（
交

通
遺
児
家
庭
、
母
子
家
庭
の
場

合
は
18
年
以
内
）

　

用
途
／
入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

　

返
済
方
法
／
毎
月
元
利
均
等

返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済

も
可
能
）

　

問
合
せ
／
日
本
政
策
金
融
公

庫
館
山
支
店
融
資
相
談
係
（


22
―
２
９
１
１
）

固定資産税・都市計画税第4期、後期高齢者医療保険料第8期の納期限は
2月28日（月）です。問合せ／税務課納税推進室（22－3257）

公
的
な
融
資
制
度
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

平
成
21
年
度
決
算
書
が
閲
覧
で
き
ま
す

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合 

新
し
く
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入

▲貸与された消防ポンプ自動車

　　　　　　ＪＲ館山駅西口～
渚の駅たてやま間でバスを運行
２月５日から

　館山日東バス（株）が 2月5日（土）からの高速ジェット船の朝・
夕の運航時刻に合わせ、ＪＲ館山駅西口～渚の駅たてやまを
結ぶ区間において路線バスを運行しますのでご利用ください。
　運賃は 150円で、館山港多目的観光桟橋への旅客船着岸
時のみの運行となります。
　問合せ／館山日東バス（株）（ 22－ 0111）

真
空
ポ
ン
プ
の
搭
載
、
大
容
量

の
収
納
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
安
全
性
・

機
能
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

１
月
15
日
（
土
）、
市
役
所

駐
車
場
で
貸
与
式
が
行
わ
れ
、

第
５
分
団
の
団
員
15
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
市
長
が
「
火
災
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
な
ど

の
有
事
に
備
え
て
ほ
し
い
」
と

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
引
き
渡

す
と
、
団
員
た
ち
は
早
速
取
り

に
関
す
る
こ
と　

③
消
防
事
務

（
消
防
団
事
務
を
除
く
。）
お
よ

び
救
急
業
務
に
関
す
る
こ
と　

④
関
係
市
町
の
職
員
の
共
同
研

修
お
よ
び
統
一
採
用
試
験
に
関

す
る
こ
と　

⑤
福
祉
施
設
建
設

の
一
部
助
成
に
関
す
る
こ
と　

⑥
地
域
救
急
医
療
に
関
す
る
こ

と　

⑦
ご
み
処
理
広
域
化
事
業

に
係
る
調
査
お
よ
び
関
係
市
町

の
連
絡
・
調
整
に
関
す
る
こ
と

　

問
合
せ
／
安
房
郡
市
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
（


22
―

５
６
３
３
）

扱
い
説
明
を
受
け
、
試
験
放
水

を
行
い
ま
し
た
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（


22
―
３
４
４
２
）　
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市
で
は
、
市
内
で
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
役

立
つ
観
光
案
内
サ
イ
ン
の
設
置

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
那
古
船
形
地
区
の
イ

ベ
ン
ト
に
続
き
、
今
回
は
、
館

山
駅
か
ら
城
山
・
赤
山
方
面
で
、

昼
食
（
お
ら
が
ご
っ
つ
お
）・

ガ
イ
ド
付
き
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま

す
。

　

日
時
／
３
月
12
日
（
土
）
午

前
９
時
15
分
受
付
、
午
前
９
時

30
分
出
発
、
午
後
４
時
頃
解
散

予
定
（
雨
天
中
止
）

　

集
合
場
所
／
館
山
駅
西
口
ふ

る
さ
と
情
報
セ
ン
タ
ー
前

　

コ
ー
ス
／
館
山
駅
～
小
高
記

念
館
～
海
か
ら
の
贈
り
物
館
～

沖
ノ
島
（
昼
食
）
～
赤
山
地
下

壕
跡
～
掩
体
壕
～
ヒ
カ
リ
モ
～

サ
ン
ゴ
水
（
お
茶
）
～
沼
の
び
ゃ

く
し
ん
～
陣
屋
跡
～
三
福
寺
～

館
山
駅

　

参
加
資
格
／
約
14
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
を
自
転
車
と
徒

募 集

歩
に
て
完
走
で
き
る
人
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　

参
加
費
／
１
人
２
千
円
（
昼

食
、
お
茶
、
ガ
イ
ド
料
、
保
険

料
含
む
）

※
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
レ

ン
タ
ル
す
る
場
合
、
別
途
レ
ン

タ
ル
料
１
千
500
円
が
必
要
で
す
。

　

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

　

申
込
方
法
／
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
レ
ン
タ
ル
の
有

無
を
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
商
工
観

光
課
（

22
―
３
３
４
６
、
Ｅ

メ
ー
ルsh

o
u
k
a
n
@

c
ity

.

ta
te

y
a
m

a
.c

h
ib

a
.jp

）

有 
料 
広 
告

　自衛隊の一般曹候補生、幹部候補生、予備

自衛官補を募集します。

　応募・問合せ／自衛隊千葉地方協力本部

館 山 分 駐 所（  22 － 0385、  090 －

9958 － 8851）

■一般曹候補生
　自衛隊の中核となる自衛官を養成します。

　応募資格／ 18 歳以上 27 歳未満の人

　応募締切／ 5 月 6 日（金）

■幹部候補生
　部隊を指揮する幹部を養成します。

　応募資格／ 22 歳以上 26 歳未満の人

　応募締切／ 5 月 6 日（金）　

■予備自衛官補
　自衛隊経験のない人が、大学生、会社員な

どのままで訓練に参加できる制度です。

　応募資格／【一般】18 歳以上 34 歳未満

【技能】18 歳以上 55 歳未満（資格に応じ）

　応募締切／ 4 月 6 日（水）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
沖
ノ
島
・
赤
山
方
面
～

自衛官を
募 集

　いちごクラブ（館野学童クラブ）で
は、指導員を募集しています。希望す
る人は、履歴書を郵送してください。
　対象／ 35 歳以上の人
※資格は問いません。
　勤務時間／1日3時間程度、週2～3日
　申込み・問合せ／〒294－0014　山
本 1028　館野小学校別棟 2階　いち
ごクラブ（ 090－ 4922－ 9030）

学

童

保

育

指
導
員
を
募
集

有料広告スペース

縦45ミリメートル
横85ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦45ミリメートル
横85ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦45ミリメートル
横85ミリメートル

８千円
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千
葉
県
生
涯
大
学
校
で
は
、

平
成
23
年
度
４
月
入
学
生
の
二

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

入
学
資
格
／
県
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
人
（
昭
和
26
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

　

Ａ
７
サ
イ
ズ
の
製
本
を
行

い
、
本
の
構
造
や
破
損
し
た
本

の
修
理
方
法
を
学
び
ま
す
。

※
昨
年
11
月
26
日
に
開
催
し
た

講
座
と
同
じ
内
容
で
す
。

　

日
時
／
３
月
３
日
（
木
）
午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
休
憩
１

時
間
）

　

場
所
／
市
図
書
館

　

受
付
期
間
／
２
月
10
日
（
木
）

～
28
日
（
月
）

　

願
書
の
提
出
・
問
合
せ
／

〒
260
―
０
８
０
１　

千
葉
市
中

央
区
仁
戸
名
町
666
―
２　

千
葉

県
生
涯
大
学
校
事
務
局
（

043

―
266
―
４
７
０
５
）

生
涯
大
学
校
で
二
次
募
集

製
本
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

～
本
の
構
造
を
知
り
本
の
修
理
に
も
役
立
て
よ
う
～

　財団法人国際青少年研修協会では「第35回ちびっこ探検学校ヨロン
島」の参加者を募集しています。詳細はホームページ（http://www.kskk.
or.jp）に掲載しています。
　期間／ 3月 27日（日）～ 4月 2日（土）6泊 7日
　場所／鹿児島県大島郡与論町
　定員／日本人小学生 200人、在日外国人小学生 110人（先着順）
　申込締切／ 3月 7日（月）
　申込み・問合せ／財団法人国際青少年研修協会（03－ 6459－ 4661）

ちびっこ探検学校ヨロン島
南の島で国際交流
・野外活動体験！

学
習
成
果
を
地
域
活
動
で
役
立

て
る
な
ど
、
社
会
参
加
の
意
欲

が
あ
る
人
。

　

募
集
人
員
／
福
祉
科
65
人
、

生
活
科
13
人
、
園
芸
科
９
人

　

授
業
料
／
年
額
１
万
８
千
円

　

入
学
案
内
の
配
布
／
市
福
祉

課
、
南
房
学
園
事
務
局
、
県
高

齢
者
福
祉
課
な
ど
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

講
師
／
齋
藤
実 

氏

　

費
用
／
500
円
程
度
（
材
料
費
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

　

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
定
規

（
30
㎝
程
度
）、
は
さ
み
、
カ
ッ

タ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト
（
で

き
れ
ば
Ａ
４
以
上
）、
千
枚
通

し
、
刺
し
ゅ
う
針
、
雑
巾
、
エ

プ
ロ
ン

　

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

　

申
込
期
間
／
２
月
15
日
（
火
）

～
25
日
（
金
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
市
図
書

館
（

22
―
０
７
０
１
）

　

今
回
は
冬
の
省
エ
ネ
（
暖
房
）
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
暖

房
に
は
、
エ
ア
コ
ン
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
省
エ
ネ
の
い
う
設
定
温
度
の
目
安
は
、

20
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
く
な
か
、

設
定
温
度
を
20
度
に
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、キ
ー
ワ
ー
ド
は
３
つ
の
首
で
す
。
３
つ
の
首
と
は「
手
首
」「
足

首
」「
首
」
を
指
し
ま
す
。
体
の
な
か
で
、
首
と
言
う
言
葉
が
つ
く
こ
の

３
ヶ
所
は
く
び
れ
て
お
り
、
皮
膚
の
す
ぐ
下
に
血
管
や
リ
ン
パ
管
が
通
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
気
温
の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
首
が
冷
え
る
と
、
血
液
や
リ
ン
パ
液
が
冷
え
て
、

そ
の
結
果
、全
身
が
冷
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

こ
こ
を
暖
め
れ
ば
、
全
身
が
温
か
く
な
り
ま
す
の
で
、
首
に
は
マ
フ
ラ
ー

や
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
、
手
首
に
は
手
袋
や
ア
ー
ム
ウ
ォ
ー
マ
ー
、
足

首
に
は
ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス
や
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
を
す
る
と
体
感
温
度
が

２
度
ほ
ど
Ｕ
Ｐ
し
、
と
て
も
暖
か
く
な
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
足
湯
や
、
手
首
を
お
湯
に
つ
け
る
こ
と
と
、
根
菜
類
の
鍋
、

生
姜
や
唐
辛
子
な
ど
香
辛
料
を
使
っ

た
料
理
を
食
べ
る
こ
と
も
寒
さ
対
策

に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
首「
手
首
」「
足
首
」「
首
」

を
暖
め
る
こ
と
は
、
風
邪
予
防
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
試
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
環
境
課
（



22
―

３
３
５
２
）

冬
は
３
つ
の
首
を
暖
め
て

シ
リ
ー
ズ　

地
球
環
境
を
守
る
た
め
に　

⑬



12平成 23年 2月1日

　

安
房
地
方
の
こ
と
を
知
り
た

い
、
学
び
た
い
と
い
う
人
を
対

象
に
、
館
山
市
、
鴨
川
市
、
南

房
総
市
、
鋸
南
町
の
公
民
館
が

連
携
し
て
、
ふ
る
さ
と
安
房
に

つ
い
て
学
ぶ
「
見
た
り
・
聞
い

た
り　

安
房
の
国
」。
第
４
回

目
の
今
回
は
南
房
総
市
で
開
催

し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
生
き
物
を
育
む

谷
津
田
の
環
境
」
と
題
し
、
午

前
中
は
三
芳
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
講
義
、
午
後
は
館
山
市

岡
田
地
域
周
辺
の
現
地
見
学
を

行
い
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
18
日
（
金
）
午

前
９
時
30
分
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
集
合
、
午
後
４
時
解
散

　

場
所
／
三
芳
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
、
館
山
市
岡
田
地
域
周

辺※
移
動
の
際
は
市
生
涯
学
習
バ

ス
を
使
用
し
ま
す
。

　

講
師
／
小
林
洋
生
氏
（
安
房

生
物
愛
好
会
）

　

服
装
／
歩
き
や
す
い
服
装
と

靴
　

持
ち
物
／
昼
食

　

参
加
費
／
100
円
（
傷
害
保
険

料
）

　

定
員
／
25
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　

申
込
締
切
／
２
月
12
日
（
土
）

　

申
込
み･

問
合
せ
／
中
央
公

民
館
（

23
―
３
１
１
１
）　

募 集

平
成
22
年
度
安
房
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
業

第
４
回「
見
た
り
・
聞
い
た
り 

安
房
の
国
」

　『たてやまオープン

カレッジ』は、話題の

人を講師に迎え、生活

に役立つ知恵を紹介す

る講座です。

　参加費／無料

　定員／各 100 人（申込み多数の場合は抽選）

　申込み・問合せ／中央公民館（ 23 － 3111）

■補導児童・少年の現状とそのケアについて
　県内の児童・少年補導の現状と、少年等の自立を

支援するための活動について説明します。

　日時／ 2 月 27 日（日）13:30 ～ 15:00

　講師／江口典子氏（県警内房地区少年センター）

　申込締切／ 2 月 21 日（月）

■房総南部の地質と地震との関わり
　房総南部の地質の成り立ち、特徴と地震のメカニ

ズム、関係などについて映像を交えながら説明しま

す。

　日時／ 3 月 19 日（土）13:30 ～ 15:00

　講師／高橋直樹氏（県立中央博物館上席研究員）

　申込締切／ 3 月 11 日（金）

心豊かに生活を楽しもう！

『たてやまオープンカレッジ』

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
、
申
込
期
限
を
定
め
て
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
広
告
の
枠
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
随
時
掲
載
す
る
広
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
対
象
に
発
行
さ
れ
る
広
報
を
商
店
、
事
業
所
な
ど
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
告

の
掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告

の
大
き
さ
は
縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
横
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

色
は
黒
と
青
の
２
色
刷
で
す
。

１
号
に
掲
載
で
き
る
広
告
は
原

則
と
し
て
４
件
ま
で
。
応
募
が

４
件
を
超
え
た
場
合
に
は
、
市

の
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
掲

載
す
る
広
告
を
決
定
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
場
所
／
２
色
刷
り

ペ
ー
ジ
の
下
２
段

■
広
告
料
／
１
号
１
件
に
つ
き

８
千
円
（
市
外
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
割
増
し
）

※
現
在
、
平
成
23
年
４
月
１
日

号
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
応
募
の
方
法
や
広
告
原
稿

の
作
成
方
法
、
提
出
方
法
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
2

.c
ity

.ta
te

y
a
-

m
a
.c

h
ib

a
.jp

/

会社のＰＲや商店の売り出

しなどに「有料広告」をご

利用ください。

８５ミリメートル

45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

　

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
（

22
―
３
１
２
１
）
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法
で
、
詰
ま
っ
た
物
の
除
去
を

試
み
ま
す
。

③
119
番
通
報
を
し
ま
す
。

④
ぐ
っ
た
り
し
て
反
応
が
な
く

な
っ
た
ら
、
心
配
蘇
生
法
を
開

始
し
ま
す
。　

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（


25
―
５
７
７
５
）

【
食
べ
方
に
よ
る
窒
息
予
防
】

　

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
し

て
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

　

食
事
の
際
は
、
な
る
べ
く
誰

か
が
そ
ば
に
い
て
注
意
し
て
見

て
い
る
。

　

警
告
マ
ー
ク
・
注
意
書
き
も

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

ひ
と
口
タ
イ
プ
の
こ
ん
に
ゃ

く
入
り
ゼ
リ
ー
に
は
、
子
ど
も

や
高
齢
者
に
は
不
向
き
で
あ
る

こ
と
を
表
す
、
統
一
的
な
警
告

マ
ー
ク
や
注
意
書
き
を
袋
に
表

示
し
て
い
ま
す
。

　

購
入
時
、
食
べ
る
時
に
は
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
等

の
製
品
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。

【
窒
息
時
の
対
処
法
】

①
咳せ

き

を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
た
だ
ち
に
咳
を
さ
せ
ま

す
。（
誰
か
近
く
に
い
れ
ば
大

声
で
助
け
を
叫
び
119
番
通
報
を

依
頼
し
ま
す
。）

②
咳
で
も
窒
息
が
解
除
で
き
な

け
れ
ば
、
背
部
叩
打
法
、
背
部

叩
打
法
変
法
や
ハ
イ
ム
リ
ッ
ヒ

【消費生活についての相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　 047-434-0999

相談時間 9:00 ～ 16:30（日・祝祭日除く )

市役所社会安全課消費生活相談窓口

　 25-5775

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00 ～ 16:00

☆ 本を大切に―マナーを守ってご利用ください

　図書館資料は市民の皆さんの大切な財産です。しかし、破損や汚損

があると、新しい本や貴重な資料でも、泣く泣く廃棄をしなければならな

いこともあります。

　破損してしまった場合は専門の道具で修理しますので、そのまま図書

館へお持ちください。状態によっては弁償していただく場合もあります。

破損資料を見つけた際にはお知らせ下さい。

　次に読む人が気持ちよく利用できるよう、以下の点などにも気をつけて

いただき、大切にお読みください。

○ 水やコーヒー、食品をこぼす（濡れた紙は元には戻りません　カビのもとにもなりま

す雨にもご注意を）

○ペットのものらしい噛み跡（補修が難しく貸出することができなくなってしまいます）

○書き込み（鉛筆でも消し跡が残ったり、色がうすくなってしまい元には戻りません）

○破る、切り取り（切り取られたりした場合は情報が欠けてしまう上に補修ができません）

○ セロハンテープでの補修（時間が経つと変色して跡が残ってしまいますのでそのまま

図書館へ）

●今月のおすすめ「ルリユールおじさん」いせひでこ 作  理論社

　お話は、ある朝一人の少女が大切にしていた木の図鑑が壊れてしまったことから始まります。新しい図鑑は本屋さんに行け

ば売っているけれど、どうしてもこの本を直したいと少女が向かったのは、「ルリユール」と呼ばれる製本職人のところでした。

ルリユールおじさんの木のこぶのような魔法の手によって、壊れた図鑑は世界でたった一冊の本としてよみがえり、少女が大

人になっても壊れることなく「とくべつ」なものになったのです。

  「ルリユール」には、「もう一度つなげる」という意味もあるのだそうです。一冊の本から人と人がつながり、本に書かれた

知識や物語、そして本そのものも何かにつながっていく。本を大切に思う心がつながることで生まれた物語を描いた絵本です。

  ３月３日（木）には、昨年11月に実施し好評だった製本講座を行います（内容は前回と同じです）。紙をつないでいくこと

で一冊の本ができることを実感してみませんか。講座についての詳細は、この広報の11ページをご覧ください。

２月の休館日　
２/７、14、21、25、28図書館だより 64 館山市図書館（ 22－ 0701）

2月のおはなし会・わらべうたの会

幼児向け ２/ ４ 　(10:30 から ) 

児童向け ２/ ５,12,19,26　(14:00 から ) 

わらべうたの会　２/18

　　　　　　　　（10:30からと 11:00から）

『ルリユールおじさん』
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シリーズ

335
「
先
人
た
ち
の
『
義
の
こ
こ
ろ
』
を
後
世
に

伝
え
て
い
き
た
い
」

300

　

今
か
ら
300
年
前
の
江
戸
時
代
に
、
安

房
国
北
条
藩
で
重
い
年
貢
に
よ
る
飢
え

と
過
酷
な
使
役
か
ら
多
く
の
人
達
を
救

う
た
め
に
、
名
主
や
農
民
達
600
余
人
に

よ
る
年
貢
減
免
の
嘆
願
運
動
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
農
民
達
は
門
訴
や
駕
籠
訴

と
い
う
非
暴
力
の
訴
え
に
出
ま
し
た

が
、
３
人
の
名
主
が
処
刑
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
老
中
に
農
民
達

の
訴
え
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
最
終
的
に

農
民
側
勝
訴
と
な
っ
た
こ
の
一
連
の
出

来
事
を「
万
石
騒
動
」
と
言
い
、
ま
た
、

処
刑
さ
れ
た
３
人
の
名
主
は「
三
義
民
」

と
呼
ば
れ
、
郷
土
を
救
っ
た
恩
人
と
し

て
今
日
ま
で
讃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
処
刑
場
跡
地
の
あ
る
国

分
区
を
中
心
に
、
200
年
、
250
年
と
い
っ

た
50
年
毎
の
区
切
り
に
、
三
義
民
の
供

養
祭
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
300
年
が

経
過
す
る
こ
と
を
機
に
、「
先
人
た
ち

の『
義
の
こ
こ
ろ
』
を
後
世
に
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
、
平
成
18
年
度
に
区
の

中
に
300
年
祭
の
準
備
委
員
会
を
設
立
し

ま
し
た
。
20
年
度
に
は
館
山
市
文
化
財

保
護
協
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
加
わ
り
、

21
年
２
月
に
正
式
に
実
行
委
員
会
を
結

成
。
実
行
委
員
会
で
は
記
念
碑
の
建
立

を
決
め
、
１
年
間
か
け
て
募
金
活
動
を

展
開
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
賛
同
を
い

た
だ
き
、
記
念
碑
を
区
内
の
共
有
地
に

建
て
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昨
年
の

11
月
20
日
に
は「
万
石
騒
動
安
房
三
義

民
300
年
祭
」
が
行
わ
れ
、
立
派
な「
義

の
伝
承
碑
」
と
し
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
300
年
目
を
迎
え
る
今
回
は
供
養
祭

で
は
な
く
、
万
石
騒
動
と
い
う
事
件
を

捉
え
、
立
ち
上
が
っ
た
農
民
達
の『
義

の
こ
こ
ろ
』
を
し
っ
か
り
と
伝
承
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置
き
ま
し

た
」
と
実
行
委
員
長
の
佐
野
邦
雄
さ

ん（
80
歳
）
。
「
当
初
は
募
金
が
集
ま

る
か
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
三
義

民
の
気
持
ち
が
今
で
も
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
」
と
国
分
区
長
の
行
貝
治
雄
さ
ん

（
68
歳
）。
実
行
委
員
会
は
こ
れ
で
一
旦

解
散
し
ま
す
が
、
今
後
は
有
志
で「
万

石
騒
動
」
に
つ
い
て
の
市
民
レ
ベ
ル
の

研
究
を
続
け
る
と
と
も
に
、
今
回
建
立

し
た
碑
を
含
め
、「
三
義
民
」
に
関
す

る
史
跡
の
管
理
を
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。

昭
和
60
年
の
館
山
市

成
人
式
の
参
加
者
数
は
352
人
で
あ

り
、
少
子
化
の
進
行
を
あ
ら
た
め

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

10
月
号
の
定
例
市
議
会
に
関
す

る
記
事
に
は
、
東
京
湾
横
断
道
建

設
に
関
す
る
質
疑
応
答
が
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
は
、
そ
の
４
年
後
の
平
成
元

年
に
建
設
が
始
ま
り
、
同
９
年
に

開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
館
山

道
・
富
津
館
山
道
路
の
開
通
も
あ

り
、
館
山
か
ら
東
京
へ
の
所
要
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
を
考
え
る
上
で
、
歴
史
、

民
俗
、
自
然
は
、
多
く
の
示
唆
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
わ
か
り
や
す

く
を
基
本
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
愛
読

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

館
山
市
の
歴
史
、
民
俗
、
自
然

を
テ
ー
マ
と
す
る「
お
茶
の
間
博

物
館
」
が
、
300
回
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

第
１
回
は
、
昭
和
60（
１
９
８
５
）

年
４
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
足
掛
け
26
年
の
連
載
と
な

り
ま
す
。
ま
さ
に
十
年
一
昔
。
当

時
の
広
報
を
見
返
す
と
、
現
在
と

だ
い
ぶ
様
子
が
違
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

当
時
、
広
報

は
月
１
回
、
毎

月
15
日
に
発
行

さ
れ
て
い
ま
し

た
。
４
月
号
に

は
、
館
山
市

一
般
会
計
当

初
予
算
額
が

93
億
５
千
697
万

円
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

60
年
９
月
の
為
替
レ
ー
ト
安
定
化

に
関
す
る
先
進
国
間
の
プ
ラ
ザ
合

意
が
、
そ
の
後
１
９
８
０
年
代
後

半
の
日
本
に
、
空
前
の
バ
ブ
ル
景

気
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
額
は
155
億
８
千
700
万
円
と
、

当
時
の
約
１
・
７
倍
の
予
算
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
号
に
は
、
館
山
若
潮
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
２
千
103
人
が
健

脚
を
競
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
31
回
目
を
迎
え
た
同

大
会
に
は
、
９
千
470
人
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
参
加

者
が
約
５
倍
の
大
き
な
大
会
に

成
長
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
同
月
号
に
、
当
時
の
成
人

の
日
の
１
月
15
日
、
旧
市
民
セ
ン

タ
ー
で
催
さ
れ
た
成
人
式
に
、
532

人
の
新
成
人
が
参
加
し
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
９
日
の

300
回
記
念

▲新たに建立された「義の伝承碑」

▲当時の若潮マラソンは房南中学校を
スタートし、フラワーラインを１周す
るコースでした。

▲新しい夏の風物詩にと昭和
60 年に２回目を迎えた「あわ
おどり」。

市
立
博
物
館
の
休
館
日

２
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日


